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展 望

スクール ・サ イコロジス トと学校心理 学
― 学校教育への新 しいアプローチをめざして ―

石 隈 利 紀

(筑波大学)

SCHOOL PSYCHOLOGISTS AND SCHOOL PSYCHOLOGY

•\New Perspective on School Education in Japan•\

Toshinori ISHIKUMA

A system of school psychologists started to be organized in Japan.In this article

writtern by a Japanese school psychologist trained in the United States,a history of school

psychology and services of school psychologists in the U.S.(e.g.,assessment,counseling,

consultation)are introduced.Also studied are several issues regarding school psychology

services such as career guidance and consultation with teachers on learning problems.

Models of school psychology services (e.g.,centralized or decentralized services)and

training of school psychologists in U.S.graduate schools in terms of scientist-practitioner

or applied professional psychologist are introduced.Implications of American school

psychology services to Japanese school psychology are also discussed atlength.

Key words:school psychology,school psychologists,school education in Japan.

は じめ に

今 日学校 心 理 学 は,北 ア メ リカ(ア メリカ合衆国 ・カナ

ダ),中 央 お よび北 ヨー ロ ッパ諸 国(イギリス,フランス,オー

ストリア,ス ウェーデン,デ ンマーク,ス イスなど)そ してイ ス

ラエル な どの国 において盛 んで あ る(Oakland,1993)。 しか

し中央 お よび南 ア メ リカ(ブ ラジルとベネズェラを除 く),ア

ジアで は未発 達 の ままで あ る。 日本 は先 進諸 国の なか で,

「ス クール ・サ イ コロ ジス ト」 とい う大学 院 レベ ル の教 育

と訓練 をう けた学校 心理学 の専 門 家 に よるサ ー ビス の制

度 が遅 れ てい る数 少 ない国の一 つ で あ るとい える。

昨年 「学 校心 理 学専攻 」 と授 与 条件 欄 に明 記 され た教

員 の専修免 許状 が 大阪府教 育委 員 会 か ら出 され た。 また

日本教育心 理学 会(1993)は 「学 校 心理 学 とは」 とい うパ

ンフレッ トを配 布 した。そ こで は 「今,な ぜ,学 校 心理

学の専門家 が 必 要か 」とい う問 いが あ り,① 不 登校,LD

(学習障害)な どの問題 で学校 に適 応 す る上 で の援 助 を必

要 とす る児童 ・生徒 似 下生徒 と表わす)が 増 えてい る,②

心身発達 の理 解 と評価 が適切 に行 われ ていな い,③ 今 日

の日本 にお い て それ らのサ ー ビス を行 うことので きる専

門家 が不 足 してい る ことが 主 な理 由 として あげ られ てい

る。 学 習面 や心 理 ・適 応面 にお ける生徒 の発 達 を理解 し

援助 で きる専 門家 の必 要性 は,教 育界 に と どま らず社 会

全体 に痛感 されて いる。

日本 にお いて 「学校 心理 学 」 の名 称 の下 での研 究 の歴

史 は きわ め て浅 い。沢 田(1979)が 『新 ・教 育 心理 学事 典』

(金子書房)に 「学 校心理 学 」を項 目 として取 り上 げ,ス クー

ル ・サ イ コロ ジス トの任 務 と歴史 をていね い に紹介 した。

また品川(1984)の 論文,小 林(1986)ら によ る著 書 『学校

心理学 』 は,学 校 心理学 に関す るパ イオニ ア 的 な出版 で

ある。 最 近 で は,Vaughn(1991)や 石 隈(1992a,1992b,

1992c,1993a,1993b)が ア メ リカ合衆 国の ス クー ル ・サ イ コ

ロジス トの活動 につ いて報 告 して い る。

しか し,日 本 でス クー ル ・サ イコ ロジス トの制 度 を進

める ときに議論 すべ き問題 につ いて は十分 に明 らか に さ

れて いな い。本稿 の 目的 は,ア メ リカ合衆 国 のス クー ル ・

サイ コ ロジ ス トの制度 を取 り上 げ学校心 理学 の サー ビス

のモ デル や学校 心理学 をめ ぐる論 議 の焦 点 のい くつか を

考 察 し,日 本 にお け るス クール ・サ イ コロジス トの制度
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につい ての検討 を始 め るこ とで あ る。 ス クール ・サ イ コ

ロジス トの制度 は,教 育 制度 や 文化 的背景,教 育 へ の国

民 の期 待,政 治 ・経 済 の要因,そ して心理 学 にお け る一・

般的 な傾 向の下 に論 議 され るべ きであ り(Cobb,1990),「 そ

れ ぞれの歴 史的 教育 環境 の なか で,何 が必 要 であ り何 が

取 り入 れ可能 であ るか」(上野,1992,p.20)が 議論 され るべ

きで あ る。 これ らの比 較文 化 的 な議論 を本稿 の中で行 う

スペ ース はな いが,そ の議 論 の きっか けになれ ば と思 う。

本稿 の資料 とな った主 な文献 の2点 を簡単 に紹 介 す る。
"The Handbook of School Psychology(2nd ed.)"

(Gutkin&Reynolds,1990) は,ア メリカの学校心理学が理

論 的 なモデ ル と研 究成 果 に基 づ い て築 かれ てい る こ とを

象徴 してい る(Bardon,1990)。 本文 だ けで1000ペ ー ジを越

える本書 は,「 学校 心理 学 にお け る現 代 の観点 」 「学 校 心

理学 と行動 科 学」 「心理 学的 ・教 育 的 アセス メ ン ト」 「子

ど もに対 す る援 助 的介入 」「ス タ ッフ,プ ロ グラム,組 織

に対 す るi援助 的介入 」「学 校心 理学 にお ける法 と倫 理 の 問

題」 の6つ の章 で構 成 され,大 学 や教 育現 場 で活 躍 す る

ス クール ・サ イ コロ ジス トに よって著 された魅力 的 な論

文 に満 ち てい る。
"Best Practicesof School Psych

ology
-II"(Thomas&Grimes ,1990) は学校心理学のサービスに

お ける課 題(例:LDの 援助,小 学生に対するカウンセリング,危

機介入)を 取 り上 げ,理 論 的 背 景 と研 究 成 果 か らス クー

ル ・サ イ コロ ジス トの実践 につ いて論 じて い る。

1学 校心理学

(1)学 校心理学とは

学 校心 理学(school psychology)を 「学校(school)」 と 「心

理学(psychology)」 に分 けて考 えて み る。 「学 校」 とは教

育 の場 所(scho・1)を 指 す よ りも学校 教 育(schooling),広

くは教 育 そ の もの を指 す と考 え る ほ うが 発展 性 が あ る

(Bardon,1983)。 「心 理学 」とは基準 以上 の訓練 と経験 を積

ん だ専 門家(professional psychologist)に よる心理学 的援 助

サー ビス の こ とで あ る。 したが って学校 心理 学 は,学 校

教 育場 面 にお いて幼 児 ・児 童 ・生 徒 ・学生 の学習 面 と心

理 ・適 応面(認 知 ・感情 ・行動という人格面や対人関係面)で の

発 達 を援 助 す る目的 で,ス クール ・サ イ コロ ジス トとい

う専門家 が行 う心 理学 的 サー ビス の実践体 系 で あ りそれ

を支 える学問体 系 とい える。カ ウ ンセ リング心理 学(coun-

seling psychology)や 臨床心 理学(clinical psychology)も 生

徒 の精神衛 生 や適 応 の問題 を扱 うが,学 校 心理 学 は心理

的 な問題 と同 時 に学習上 の問 題 に焦 点 を当て てい る と こ

ろに特徴 が あ る(石 隈,1992b)。 不 登校 の小 学生 を援助 す

る とき学習 態度 や学 業面 で の状 況 の理 解 は欠か せ ない。

LDの 中学生 を援 助 す る と き,学 習 の 困難 な教 科 の特 別

指導 だ けでな く,友 人関係 や 自己 認知 の面 で の援 助 が必

要で あ る。 学校 教育場 面 で生徒 を援 助 す る とき,学 習 面

と心 理 面 の両 面 か ら総合 的 に生徒 を理 解す るの は現 実 的

で効 果 的 で あ る とい える。

(2)学 校 心 理 学 を構成 す る もの

ス クール ・サ イコ ロジス トの活 動 の基盤 としての 学校

心理 学 は,心 理 学 と学 校教 育 を統 合 した体 系 で あ り,双

方 の領 域 に関 わ る多 くの分 野 の理論,知 識,方 法 に よっ

て支 え られ て い る。学校 心理 学 の内容 は,主 として次 の

3つ の分 野 か らな る(National Association of School Psy-

chologists, 1984b)｡

(1)生 徒 の発達 や問題 に関 す る心 理学的基 礎(児 童と青

年の発達,学 習,障 害,行 動の生物学的基盤,行 動の社会的基

盤,文 化的多様性など)

(2)生 徒,教 育 ス タッフ,保 護者 に対 す る心 理教 育 サ ー

ビス(心 理教育アセスメント,カ ウンセリング,コ ンサルテー

ションなど)

(3)学 校 教育(障 害児教育,教 授法・治療教育法,学 校の組織

など)

The Handbook of School Psyohology(2nd ed .)

(Gutkin&Reynolds,1990)に お け る 「学校心 理学 と行 動 科

学」 の章 に は,発 達心 理学,認 知 心理学,行 動 心理 学,

教 授心 理 学,社 会 心理学,コ ミュニテ ィ心理 学,個 人 差

心 理学,発 達 精神 病理学,神 経 心理 学 な どが学校 心 理 学

の実践 に ど う貢献 してい るか につ いて最新 の研究 成 果 を

基 に論 じ られ て い る。「子 ど もが 発達 す る とと もに,葛 藤

や問題 が生 じるの は避 け られ な い こ とであ り,そ れ に対

応 す る こ とを通 して子 どもは成長 す る」 とい う発 達 的 な

視点(Tharinger&Lambert,1990)は ス クー ル ・サ イ コ ロジ

ス トの活 動 を支 える考 え方 で あ る。 また認 知心 理 学,教

授心 理学,個 人 差心理 学 は生徒 の学習面 での 問題 の理 解

と援助 のた め の知見 を与 えて くれ て いる。

(3)ス クー ル ・サ イコ ロジス トの起 源

アメ リカ にお け る学 校 心 理 学 の起 源 はWitmerに あ

る と言 わ れ てい る(Reynolds,Elliot,Gutkin,&Witt,1984)。

1896年,Witmerは ペ ンシル ヴ ェニ ア大学 の心 理 相 談室

で学習 に困難 を示 す生徒 の援助 を始 めた。 ここで彼 は生

徒 とその保 護 者 や教 師 を指導 す る とともに,サ イ コ ロジ

ス トの養 成 に努 め,ま た現 職 の教 師 や ソー シ ャル ・ワー

カー に指 導 実 習 の機 会 を与 えた。 さ らに1907年 心 理診 断

や 指 導 の 質 の 向 上 の 手 段 と し て,"The Psychological

Clinic″(ア メリカにおける最初の臨床心理学に関する雑誌)を 創

刊 した。Witmerは,学 校心 理学 と臨床 心理学,両 方 の創

立 の父 と言 わ れて いる(Reynolds et al.,1984)。

個人 差 研究 ・心理測 定運動 は学校 心理学 の発 展 に大 き

な力 を与 えた。 ス クール ・サ イ コロ ジス トの仕事 は,学

習面 や心 理 ・適応 面 の問題 を持 つ一 人 ひ とりの生 徒 の教

育 ニ ーズ を理 解 しそれ に応 じる援 助 をす る ことで あ る。
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そ のために は,生 徒 の能 力の個人差 の測 定 は欠かす こ と

がで きない ので あ る。個人 差の測 定運 動 の原 点 は,フ ラ

ンスのBinetに さか の ぼ る。1905年,BinetとSimonは

フラ ンス文部省 の依 託 を受 け,就 学判 定 の ための個 別 式

知 能 検 査 を作 っ た。 そ れ が ア メ リ カ に わ た りス タ ン

フ ォー ド ・ビネ ー とな り知能検査 の伝統 にな った。

「ス クー ル・サ イ コロ ジス ト」 とい う用語 が最初 に印 刷

物 に登場 した の は,1910年 ドイツ の心 理学者Sternが 生

徒 に心理検査 を実施 す る専門家 と してス クール ・サ イ コ

ロ ジ ス トが 必 要 だ と提 言 した 時 で あ った(Fagan&

Delugach,1985)。 ま たGesellは,1915年 コ ネ チ カ ッ ト州

に,発 達 の遅れ の見 られ る生徒 の特 殊 教育 へ の措 置 に関

す る心理検 査 の テス ター(ビ ネー・テスター)と して雇 わ れ

た。Gesellは ス クー ル ・サイ コロ ジス トの称号 を最初 に

使 った人 だ と言 われ る(Fagan,1987)。Gese11は 児童 発達

の研究者 で あ り,エ ー ル大 学の児 童発 達 相談室 の所 長 で

あ った。Gesellが 単 なる心理検査 の 技術 者 で はな く子 ど

もを発達理論 に基 づ いて理解す る専 門家 としてサ ー ビス

の実践 を行 った こ とは推 論で きる(Lambert,1993)。

2ス ク―ル ・サ イ コ ロジス トの 行 う心 理教育 サ ー ビス

ス クール ・サ イ コロ ジス トは,生 徒 の学 習面 と心理 ・

適応 面 の発達 を援助 す る専門家 で あ り,サ ー ビスの対 象

は問題 を もつ生 徒 だ けでな くす べ て の生 徒 で あ る。 ス

クール ・サイ コ ロ ジス トが行 う主 な サー ビス は,心 理 教

育 ア セスメ ン ト,援 助 的介入(カウンセ リング,コ ンサルテー

ション),そ して調 査 ・研 究で ある。ア メ リカ の学校 心理 学

にお ける心 理教 育 アセ スメン トと援 助 的 介入 につい て の

考 え方 と実状 に つ いて論 じる。

(1)心 理教 育 ア セ ス メン ト

アセスメ ン トは あ る問題 につ いて意 志 決定 す るため に

そ の基礎 とな る情 報 を収集 し分析 す るプ ロセスで あ る。

すべ ての援助 的介 入 はアセス メ ン トに基 づ いて行 われ る

が,こ こで は心 身 の発達 の評価 が求 め られ てい る場 合 に

焦点 をあて て論 じる。学校 教育 に お け るアセス メ ン トと

は,生 徒 の学 習 面 と心理 ・適応面 にお ける状 況 と背 景 と

な る環境 を総 合 的 に理 解 し,生 徒 の 自助 資 源(体 力,知 的

能力,性 格,趣 味など)と環境 にお け る援 助 資源(生徒に援助的

である専門家および非専門家や施設など)を 把握 す る こ とで あ

り,そ の目的 は その 生徒 に対 す る援 助 的介 入 の必 要性 を

検 討 し必 要 に応 じて 計画 を立 て た り修 正 した りす るた め

の資料 を提 供 す る ことで ある(石隈,1992b)。 ス クー ル ・サ

イ コロジス トは,担 任 の教 師,保 護者,管 理職 な どか ら

な る生徒 の援助 チ ーム(石 隈,1992c)の 一 員 として,学 校

の記録 の検 討,担 任 教師 や保 護者 との面 接,生 徒 の面接

また教 室や校庭 で の観察,生 徒 へ の心理 テス トの実 施,

家庭訪 問 な どを行 う。

アセ スメ ン トの1つ の ポイ ン トは生徒 の教育 ニ ー ズで

あ る。す べて の生 徒 は教育 ニー ズ を もって い る。 そ の大

部 分 は学級 の集 団指 導で充 た され るが,な かに は特別 の

指 導上 の配 慮 や援 助 を必要 とす る場 合 もあ る。教 育 ニー

ズが通常 学級 で の指 導や配慮 だ けで充 たす に は大 きす ぎ

る場合 は,特 殊 教育 のサ ー ビスや カ ウ ンセ リング な どが

計画 され る。 ア メ リカで は全障 害児 教 育法(Education for

All Handicapped Children Act of 1975:P.L.94-142)に よ り,

｢特殊 教育 と関連 のサ ー ビス」 を受 け るすべ て の生 徒 に

は,総 合的 な心 理教 育 アセ スメ ン トが 実施 され,そ れ に

基 づ く個別教 育 プ ログラム(Individualized Education Pro-

gram:IEP)が 作 成 され る(石 隈,1993b:瀬 尾,1982)。 全 障

害 児教育法 はア セス メ ン トの専 門 家 と して のス クール ・

サ イ コロジス トの雇用 を促進 した と言わ れ てい る。

アセ スメ ン トの方法 は,「臨 床 的」な ものか ら 「数理 統

計 的」な も の まで の連 続 線 と し て み る こ とが で き る

(Reynolds et al.,1984)。臨床 的 な方法 とは,サ イ コ ロジス

トが個人 の 「経験 や勘 」で生 徒 の学 習面 や適 応面 の状 況

を とらえ る こ とで あ り,数 理 統計 的 な方法 とは客 観 的な

数値 で表 わ され た情報(例:IQ)で 生 徒 を理解 す る こ とで

あ る。前 者 だ け に頼 る と,生 徒 に関す る情報 を専 門家 同

士で(例:ス クール・サイコロジストから教師)ま た は専 門 家か

ら保護 者 に伝 え る ことが 困難 で あ る。 後者 だ けに頼 る と,

テス ト(道 具)だ けが 見 え て人 間(ス クール ・サイコロジス

ト,教師,生 徒)が 見 え に くく,生 徒 の状 況 を正 し く把 握 す

る ことが で きな くな る。 この双 方 の 方法 を統合 した のが

Kaufmanの 「賢 い ア セ ス メ ン ト(intelligent testing)」

(Kaufman,1979)と い うパ ラダイ ムで あ る。賢 い アセ スメ

ン トとは,心 理 テス トな どに よって 得 られ た客 観 的 な情

報 とス クール ・サイ コ ロジス トとして の経験 や勘 に基 づ

いた臨床 的 なア セ スメ ン トであ り,心 理 学(発達心理学,認

知心理学,学 習理論など)や 学校 教育(通 級制度,チ ームティー

チングなど)の 分野 にお ける理 論 や研 究成 果 に よって アセ

ス メン トの デザ イ ンや結果 の解 釈 を行 うのであ る(Kauf

man&Ishikuma,1993)。 そ して,賢 い アセ スメ ン トの実践

の ために は,相 互 の信頼関 係 をた て なが ら生徒 へ の関与

と観察 を効果 的 に進 め る能 力 とアセ ス メ ン トの結 果 を心

理学 と学校教 育 の知 見 に基 づ いて 解釈 し生 徒 の発達 に役

立 つ援 助計 画案 を立て る能 力 が必 須 で あ る。

Kaufmanの パ ラ ダイム は,ア メ リカ的 な論 理 実証 主

義 に基づ きなが らその限界 に気 づ き人間 尊重 の精神 に貫

かれて いる。 日本 の学校 教育 で は,客 観 的 な情 報 を生 徒

の援助 のた め に効 果的 に利用 す る ことが少 な くその ため

に就学指 導 にお い て も保 護者 と教 育 者 とのコ ミュニ ケー

シ ョンが 困難 にな りがちで あ る。 生 徒 につ いて の情報 の

利 用 と生 徒へ の人 間 的 な視 点 を統 合 したKaufmanの パ
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ラダ イム は 日本 の アセス メ ン トにおい て も大 変参 考 にな

る。

また,こ のパ ラ ダイム は,日 本 にお け るス クー ル ・サ

イ コロ ジス トの 養成 の コー ス で,「 心理 教育 アセ ス メ ン

ト」の科 目で学 習 され る もの と 「発 達心 理学 」「学習 指 導

方 法」 な どの科 目で学 習 され る ものが有機 的 に ま とまっ

て,は じめ て生徒 の発達 や 障害 の状況 をアセ ス メ ン トす

る能 力が育 成 され る とい う こ とも示唆 して いる。 カ ウ ン

セ リングや コ ンサル テー シ ョンの能力 につい て も同様 な

こ とが いえ る。 学校 心理 学 に関 す る必 要 な科 目 をそ ろえ

るだ けで な く,講 師 グルー プが連 携 して ス クール ・サ イ

コロ ジス トの能 力 を育 て る ことが大切 で あ る。

(2)援 助的 介入

ス クー ル ・サ イ コロジス トの行 う援助 的介 入 に は,生

徒 を直 接援助 す るカ ウンセ リング と教育 スタ ッフや保 護

者 を通 して間接 的 に生徒 を援助 す るコ ンサ ル テー シ ョン

とが あ る。

(a)カ ウンセ リング

生徒 の認知 ・情 緒 ・行動 面 や対人 関係 で の問題 が生 徒

の発達 や学習 の妨害 にな っ た り,ま わ りの者 を困 らせ る

場 合,ス クール ・サ イ コロ ジス トは個人 カ ウ ンセ リン グ

やグル ープ カ ウ ンセ リング を行 う(Tharinger&Koranek,

1990)。 カウ ンセ リングの 目的 は,生 徒 の認知 的,情 緒 的

な苦悩 を軽減 す るこ と,自 己理 解 を促進 す る こ と,発 達

課題 に対 処 で きる よ う援 助 す る こ と,生 徒 と環 境 との適

合 を促進 す る こ とな どで あ る。 方法 として は,生 徒 の発

達段 階 に よって,言 語,遊 戯,音 楽 や芸術 な どを用 い る。

小 学生 の場合 は,子 ども自身 よ りも主 として教師 や保

護者 が子 どもの カ ウンセ リ ングをス クー ル ・サ イ コ ロジ

ス トに依頼 す る。情 緒的 ・行 動的 な問題 は,多 動 や行 為

化 な ど感情 表現 が極 端 に外的 な傾 向(externalizing)にあ る

場 合 とうつや不 安 な ど極端 に内的 な傾 向(internalizing)に

あ る場 合が あ るが,学 級 で妨害 的 な行動 を示 し教 師 を困

らせ る前者 の ほ うがカ ウ ンセ リング を依 頼 され る こ とが

多い(Achenback,1982)。 年齢 が高 くな る と(特に高校生では)

自発来談 が多 くな る(Shaffer,1990)。 また特殊 教育 サ ー ビ

ス を受 けて い る生徒 の個 別 教 育 プ ロ グラム に,「 関 連 の

サー ビス」 として カウ ンセ リン グが盛 り込 まれ る こ とも

あ る。

カ ウンセ リング を依頼 され た場合 は,他 の援 助 的介 入

の方法(教師 または保護者のコンサルテーション,学外の機関へ援

助の依頼)を 検 討 して,カ ウ ンセ リングが効 果 的 な方法 で

あ ると判 断で きれ ば 引 き受 け る こ とに な る(Tharinger&

Koranek,1990)。 アメ リカで は必 要 に応 じて生徒 を照 会 で

きる学外 の援助 機 関(結 婚・家族・子どものカウンセリングを行

う個人開業の専門家など)が 多様 に存 在 す るが,日 本 で は必

ず し もそ う とはい えな い。 日本 で,ス クー ル ・サ イ コロ

ジス トが カ ウ ンセ リングで きる専 門家 として学校 教育 制

度 に位 置 づ け られ た とき,仕 事 が集 中 しす ぎな い よ うそ

の範 囲 と限界 を明確 にす る必 要が あ ろう。

Rogersが アメ リカのス クール ・サイ コロ ジス トに与 え

た影 響 は大 きい。 しか し,現 在 関心 を集 め てい るの は行

動的 ア プ ロー チ(Martin&Meller,1990)と 認 知行 動 的 アプ

ロー チ(Hughes,1989),そ してEgan(1986)やlvey(1983)

の階 層 的 アプ ローチで あ る(Sandova1,1993)。EganやIvey

のモ デ ル は,Rogersの 来 談 者 中心的 アプ ロー チ,問 題解

決 的 ア プ ローチ,行 動 的 アプ ローチ を統 合 した もので あ

る(Sandoval,1993)。 これ らの実践 で統合 的 な モ デル は 日

本 で も注 目され てい るよ うだ。

ス ク ール ・サ イコ ロジス トの行 うカウ ンセ リング は,

生 徒 の問題 解 決 を援助 しなが ら生 徒 の発 達 を促 進 す る こ

とをめ ざ してお り,そ の進 め方 は,生 徒 の発 達 的変 化 に

関 す る ス クー ル ・サイ コロ ジス トの考 え方 に基 づ く。 日

本 の学 校教 育 にお け る 「生 徒 の発達 観」 を検 討 し,そ れ

に適 合 した カウ ンセ リング のあ り方 につい て の研 究 が期

待 され る。

(b)コ ンサル テー シ ョン

コ ンサ ル テー シ ョン はス クール ・サ イ コ ロ ジ ス トに

とって,重 要性 が増 して きて い る役割 で あ る(Zins&Ponti,

1990)。 ス クール ・サイ コ ロジス ト(コ ンサルタント)は 学校

心理 学 の専 門家 の立場 か ら,教 師 や校 長 な どの学校 のス

タ ッ フ,保 護 者,地 域 の機 関 の スタ ッフな ど(コンサルティ)

が生 徒 の発達 や 問題 解決 を効 果 的 に援助 で き るよ う働 き

か け る。 また彼 らの教育 ・援 助能 力が 高 くな るよ う支援

す る。 コ ンサル テー シ ョンで は,ス クール ・サ イ コロジ

ス トは生 徒 の生活 す る環 境 で生徒 を直接 指 導 す る者 と し

て教師 を尊 重 す る。 コンサ ル タ ン トは学 校 心理 学 の専門

家 で あ り教 師 は学級 で授 業 した り生徒 の指 導 をす る専門

家 で あ る。 コ ンサ ルテー シ ョンは異な った専 門 家(ま たは

役割をもつ者)同 士 の,相 互 の信 頼 と対 等 な 関係 に基 づ く

「作 戦 会議 」 であ る。 コ ンサ ル テー シ ョンは,生 徒 の問

題解 決 を間 接 的 に援助 す る と同時 に,コ ンサル テ ィの指

導力 を向上 させ る大変 予 防的 な アプ ローチ で ある。

ス クー ル ・サイ コロ ジス トの行 うコンサ ルテ ー シ ョン

は,問 題 解 決型,研 修 型,シ ス テム介入型 に分 け る こと

が で き る。 問題解 決型 の対 象 となる状 況 の例 と して は,

(1)教師 に よ る学級 で妨 害的 な行 動 をす る生 徒 の指 導,馬(2)

教 師 に よ る学 業 不振 の生 徒 へ の 援助,(3)保 護 者 が 行 う

LDの 子 どもの学習 指 導が あ る。 問題解 決 型 の コ ンサ ル

テ ー シ ョン は原則 的 に自発来 談 で ある。

問題 解 決型 のコ ンサ ル テー シ ョンはチ ーム で行 われ る

こ とも多 い。 生徒 の学習 面 や適応 面 の問題 を共 同 で援助

-147-



しよ うとす るチ ーム は,例 えばSST(Student Study Team)

と呼 ばれ,ス クール ・サ イ コロ ジス ト,生 徒 の担任 の教

師,保 護者,特 殊 教育 の教 師,管 理職,そ の他 の専 門家

(例:ス ピーチ・セラピス ト)などの多方面 の専 門 家か ら構成

され る(石隈,1993b)。 生徒 の援助 チ ーム はい くつか の問題

点 を もつ(例:メ ンバー全員の意見が十分に反映されない)。チー

ム が効果的 に機能 す るに は,メ ンバ ーが グ ルー プ によ る

問題 解決 に必 要 な能 力(コ ミュニケーション,リ ーダーシップ

など)につい て十分 な研 修 を受 け る必 要が あ る(Huebner&

Hahn,1990)。 アメ リカ のス クール ・サ イコ ロジス トは子 ど

もの心理 につ いて は学習 してい るか も しれ ない が,大 人

の心理 につい て は学 習 が足 りな い ようで ある(Gutkin&

Coloney,1990)。 日本 に おい て も,「授 業 を しな い学 校心 理

学 の専 門家 が その役 割 を果 た してい くた めに は,子 ども

を と りまく大人 達 に どうアプ ローチ して い くか の力量 が

とわれ る」(鶴1992,p.109)の で あ り,学 校 心 理学 の コー ス

に は 「成 人 の発 達 心理 学」 「教師 の心理 学 ・教師 の キ ャ リ

ア発達 」「保 護 者 の心理 学」「チ ーム ワー ク・コーデ ィネー

シ ョン」「リー ダー シ ップ」 な どの科 目が必 要 で あ ろう。

ス クール ・サ イ コロ ジス トは現 職 の教 師 の研修 会 の講

師 とな る。 テー マの例 と して は 「生徒 の認 知 ス タイル」

「保 護者 面談 のす す めか た」な どで ある。 また保 護者 の た

め に勉 強会 を開 いた り学校 新聞 に記事 を書 い た りす る。

例 えば 「子育 て の方法 」「薬 物乱 用か ら子 どもを守 るた め

に」 であ る。 ス クー ル ・サ イコ ロジス トは研修 型 の コン

サル テー シ ョンを通 して教 師 や保 護者 の知 識 や能力 の 向

上 に努 め る。

さ らに,ス クール ・サ イ コロ ジス トは学 校教 育 システ

ム全体 の心理 教育 コ ンサ ル タ ン トとして,学 校 が生 徒 の

学 習 と発達 の場所 として最 高 に機能 す る よう働 きか ける。

教 育 目標 の設 定,プ ロ グ ラム の開発 と評価,生 徒 の学習

面 や適 応面 で の問題 に対 す る予 防的対 応 な どで学校 経営

者(学 校区の教育長や校長)に 協力 す るので あ る。 エイ ズ委

員会 を組織 し運 営 に参加 す るの はその例 で あ る。 エ イズ

委員 会 は,ス クー ル ・サイ コロ ジス ト,教 師 の代 表,管

理職,理 事会 メ ンバ ー,保 護者 の代 表,保 健体 育 の教 師,

ス クール ・ナ ース,ス クー ル ・ソー シャル ワー カー な ど

で構 成 され る。 エ イズ に関 す る知識 を授 業 に組 み込 む方

法,生 と性 の教育,HIVに 感 染 して い る教職 員 や生徒(ま

たはエイズ患者)に 対 す る学 校 の 方 針 につ い て検 討 す る

(Zins,Conyne,&P・nti,1988)。 この委 員会 の目標 は,生 徒

の適切 で ない性 行 動 の減 少 とHIV感 染 者 ・エ イ ズ患 者

との共生 であ り,ス クール ・サ イ コロジ ス トの働 き はま

さ に予 防的で あ る。

学校 コ ンサ ル テー シ ョンで よ く使 わ れ るモ デル として

は,エ コロ ジカル ・コ ンサ ルテ ー シ ョン(ecologicalconsul-

tation)とCaplan(1970)の 精神衛 生 コ ンサ ル テー シ ョン

が あ る。エ コ ロジ カル ・コンサ ル テー シ ョンは行 動 コン

サ ル テー シ ョン と問題 解決 コンサ ル テー シ ョンの2つ の

モデ ル を統合 した もの であ り,人,環 境,行 動 の相互 関

係 に焦 点 を当て る(Gutkin&Curtis,1990)。

ス クー ル ・サ イ コ ロジス トに コンサ ル テー シ ョンの依

頼 が くるの は,(1)コ ンサル テー シ ョンの サー ビス を行 う

とい う宣伝,(2)コ ンサ ルテ ーシ ョンで効 果 が あっ た とい

う業績(評判),(3)ス クール ・サ イ コロ ジス トとして の学校

また は地域 で の信 用,な どの要因 が影響 して い るよ うで

あ る。 コンサル テ ー シ ョンにお け る人 間 関係 で は,専 門

家 としての信頼性 と人 間 と して の魅 力 の両 方 が必要 で あ

る(Gallessich,1982)。 コ ンサ ルタ ン トとコ ンサ ルテ ィが お

互 い を どう認知 す るか とい うコンサ ル テー シ ョンの社会

心 理 学 は コンサル テー シ ョンの結 果 に大 きい影響 を与 え

るが,こ の分野 で の研 究 はアメ リカ で もあ ま り進 んで い

な い(Gutkin&Curtis,1990)。 この社会 心 理学 が文化 的 な

要因 に影 響 され る こ とは論 を待 たな い。 日本 にお けるス

クール ・サ イコ ロジ ス トと教 師 の分業 と協 同の あ り方 を

検 討 す るた めに,教 師 の ス クー ル ・サ イ コロ ジス トに対

す る態度,そ して それ に影響 してい る要 因 につ いて の研

究 が期待 され る。

3ス ク―ル ・サ イ コ ロジス トの 職業 的 特性

(1)ア メ リカにお けるス クール ・サ イ コ ロジ ス トの発 展

Bardon(1ggo)は アメ リカの ス クール ・サ イ コロ ジス ト

の発 展 を3つ の レベ ル に まとめて い る。 この3つ の レベ

ル は日本 にお けるス クー ル ・サ イ コ ロジ ス トの役 割 を検

討 す る時 に参 考 に な る。 レベ ル1は 「ビネー ・テス ター」

の レベ ルで,特 殊 教育 を受 ける生徒 の特 定 と分類 の た め

のテ ス トの実施 と結果 の報 告が ス クー ル ・サ イコ ロジ ス

トの主 な役割 で あ った。 レベ ル2は 「心 理教 育的 臨床 家」

の レベ ルで,特 殊 教育 を含 む学校 教 育全 体 において機 能

す る。 生徒 の アセ スメ ン トを実施 しその結 果 に基 づ い て

指 導案 ・援助 計画 を提 案 す る と同時 に,生 徒 に対 す るカ

ウ ンセ リングや教 師 や保護 者 に対 す る コンサ ルテー シ ョ

ン を行 う。 レベ ル3は 「心理教 育 コンサ ル タ ン ト」 の レ

ベ ル で,レ ベル1・ レベ ル2の 役割 を果 た しなが ら,学

校 や学 校 区 とい うシ ステム の レベ ルで プ ロ グラム の開発

と評価,制 度 の変革 な どに関 す る コンサ ル テー シ ョンを

行 う。 現時 点 で は,大 部 分 のス クー ル ・サ イ コロジス ト

はレベル2で 機 能 して お り,レ ベ ル3へ と向上 しつつ あ

る とい える(Bardon,1990)。 日本 にお け るス クール ・サ イ

コロ ジス トは,レ ベ ル1(単 一の役割型),レ ベ ル2(複 数の

役割型),レ ベ ル3(コ ンサルタント型)の うち どの レベ ル を

め ざす のだ ろ うか 。 日本 の ス クール ・サ イ コ ロジス トに

求 め られて いるサ ー ビスや学 校教 育 の専 門家(教 科の教師,
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特殊教育の教師,養 護教諭など)の機 能 を調 査 して,モ デル の

レベル と内容 につ いて検討 すべ きで あ る。

(2)3段 階 のヘ ルパ ー

ス クール ・サ イ コロ ジス トとい う学校 教育 の専 門家 の

職業 を理 解 す る上 で,Brammer(1973)に よる3段 階 のヘ

ルパー のモ デル が役 に立 つ。Brammerに よれ ば,ス クー

ル ・サ イ コロ ジス トは一次 的ヘ ルパ ー,す な わち心 理学

的援助 を主 た る仕 事 とす る専 門家 の こ とであ る。心 理学

的援助 を 「役 割 の一部 」 として行 う教 師,家 庭裁 判 所調

査官 な ど は二 次的 ヘル パー と呼 ばれ,役 割 で はな いが相

談 にの るな どの援 助 を行 う地 域 の人 々(子 どもの成長をずっ

と見ている理髪師,教 師の愚痴を聞いてくれる喫茶店のマスターな

ど)は 三次 的 ヘ ルパ ーで ある。

日本 にお け るス クー ル ・サ イ コ ロジス トを検討 す る と

き,一 次的 ヘ ルパ ー と二次 的 ヘル パ ーの問題 を明 確 にす

べ きであ る。 ア メ リカにお いて は,一 次的ヘ ルパ ー と二

次 的ヘ ルパ ー の区別 は明 白で あ る。 学 習上 の問題 を持 つ

生 徒 の知 能検 査 を行 った り抑 うつ状 態 の生徒 の カ ウンセ

リングを行 うの は,一 次 的ヘ ルパ ー(ス クール・サイコロジ

スト)の 仕事 で あ り,二 次 的ヘ ル パー(教 師)は 行 わ ない。

しか し,日 本 で はこの区別 はそれ ほ ど明 白で はない。 教

育 セ ンター(相 談所)の 相談 員 は,ス クール ・サイ コロ ジ

ス トに近 い役 割(ア セスメント,カ ウンセリング,コ ンサルテー

ションなど)を 果 た してお り,一 次 的 ヘル パー と言 え るか

もしれ ない。 だ が,学 校 の教 育相 談係 の教 師(二 次的ヘル

パー)は,一 次 的ヘ ルパ ーの制 度が 十分 に育 って い ない 日

本 でカ ウ ンセ リング な どの専 門的 な援 助 を行 って い る。

言 い換 えれ ば,熱 意 の あ る二次 的 ヘ ルパ ーが研修 を受 け

なが らア メ リカで は一次 的ヘ ルパ ーが 行 ってい るサ ー ビ

ス を行 っ てい るの であ る。

大学院で学校心理学に関する所定の科目を修めた者に

対して教職の専修免許状の授与条件欄に 「学校心理学専

攻」と記載するという,現 在日本教育心理学会の進めて

いる制度は,形 式的にも記載の条件となる教育の内容か

ら見ても 「教師であり教師の役割の一部として学校心理

学サービス(例:コンサルテーション)が一定レベル以上でき

る」という二次的ヘルパーの認定を意味すると考えられ

る。しかし 「学校心理学」の名称が記載された専修免許

状を持つ者の活動は今後のスクール・サイコロジス ト(一

次的ヘルパー)の サービスの見本として社会から受け取 ら

れる可能性が大である。

今日,日 本の社会が求めているのは,学 習面や心理 ・

適応面で生徒のニーズを理解し,援 助できる一次的ヘル

パーではないだろうか。従って,学 校心理学のコースの

ガイドラインを検討し質的に高いレベルをめざす必要が

あろう。天野(1992)の 指摘するように,大 学院における

学校 心理 学 の コース の充実(特 に実習)は 急務 とい え る。

そ して,ス クール ・サ イ コ ロジス トの役割 と養 護教 諭 ・

特殊 教育 の教師 ・一般教 師 の役 割 の分業 と連携 につい て,

言 い換 えれ ば一次 的ヘ ルパ ー と二次 的ヘ ルパ ーの あ り方

につい て議論 し,ス クール ・サ イ コロ ジス トが 一次 的ヘ

ルパ ー として学校教 育 で効果 的 に機能 す る方向 で学校 教

育 の制 度 が整 備 されな けれ ば な らな い。

(3)集 中化 サー ビス と非 集 中化 サー ビス

ス クー ル ・サ イコ ロジス トの仕 事 の形 式 として,集 中

化 サ ー ビ ス(centralized services)と 非 集 中 化 サ ー ビ ス

(decentralized services)が あ る(Reynolds et al.,1984)。集

中化サ ー ビス とは,何 人 か のス クール ・サ イ コロ ジス ト

が学校 区 の事務 所 にいて,各 学校 を訪 問 してサ ー ビス を

行 う方 法 で ある。非集 中化 サ ー ビス は,ス クール ・サイ

コ ロジス トは担 当す る学校(複 数の場合もある)に いて そ こ

で仕事 を行 う。集 中化 サー ビスの長所 をあ げる と,ス クー

ル・サ イ コロ ジス トが子 ど も(例:あ る障害児)の 成長 を小

学校,中 学校,高 校 を通 して継 続 的 に援助 で きる。 生徒

の記 録 が効 果的 かつ秘 密厳 守 の うち に行 われ る。 そ して

ス クー ル ・サ イ コロ ジス トの効率 的 な活用(需 要の大 きい学

校に重点的に派遣する)が で き る。 また,経 験 豊富 な ス クー

ル ・サ イ コロ ジス トが新 人 の ス クー ル ・サイ コ ロジス ト

の スーパ ー ヴ ィジ ョンを行 いや す いな どが あ る。 それ に

対 して,非 集 中化 サー ビス で は,ス クール ・サ イ コ ロジ

ス トは学校 にい るので,学 校 とい うコ ミュニ テ ィの一 員

としての利 点 が生 かせ る。 すな わ ち,生 徒,保 護 者,学

校 ス タ ッフ に 日常的 に接 す る機会 が あ り,問 題が 発生 す

る前か ら信 頼 関係が作 りやす い。 そ して これ は問題 の予

防,早 期 発 見 ・早期援 助 に結 び つ く。教 師 や保 護 者が ス

クール ・サ イ コ ロジス トの コ ンサル テー シ ョンに参 加 す

る抵 抗 も少 な い。 そ して ス クール ・サ イ コロ ジス トは学

校 の組織(公 式な組織,非 公式な人間関係)に つ いての知 識 が

得 やす い。 またス クー ル ・サ イ コロ ジス トが セ ンター か

ら学校 へ 訪 問す る時間 の無駄 が省 け る。

学校 区 に雇 用 されて い るス クー ル ・サ イ コロ ジス トの

数,学 校 の数,生 徒 の数 な どの要 因が あ り,ど ち らのサ ー

ビスの形式 が 良 い とは簡 単 に判 断で きな い。 アメ リカ の

ス クール ・サ イ コロ ジス トはどち らかの形 式,ま た はそ

れ らの中 間的 な形式 で働 い て い る。 日本 での ス クー ル ・

サ イコ ロジス トを考 える と き,ス クール ・サ イ コロジ ス

トを教育 相 談所(セ ンター)に 配置 す るのか,担 当す る学

校 に配 置す るのか は1つ の論 点 であ ろ う。

4ス クー ル ・サ イコ ロジス トをめ ぐる問題

(1)学 習 指 導上 の問題

ス クール ・サイ コロ ジス トは学 習面 お よび心理 ・適 応

面 の問題 で生 徒 を援助 す る。 それ で は学 習指 導 の側 面 で
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は,ス クール ・サ イ コ ロジス トと授 業 を担 当 す る教 師 と

の関係 はどうであ ろ うか。 あ る特定 の生徒 の 問題,学 級

の問題,プ ログ ラム の問題 で,ス クール ・サ イ コロジ ス

トと教師が連携 す る とき,両 者 の関係 はス クール ・サ イ

コロ ジス トとい う学校 心理学 の専 門家 と教 師 とい う授 業

の専 門家 の間 の,分 業 に基づ くコ ンサ ル テー シ ョン(作戦

会議)で ある。 ア メ リカで はス クール ・サ イ コロ ジス トは

授 業 を行 わない。 コ ンサ ルテー シ ョ ンを通 して,教 師が

生 徒 や学級 の状 況 を客観 的に見 た り生 徒 の指 導や授 業 の

実践 に関 する新 しい 方法 を見 つ け る よう働 きか ける。 ス

クール ・サ イ コ ロ ジ ス トが 授 業 を指 導 し た りスーパ ー

ヴ ァイズす る こ とは原 則 と して な い。 日本 に お い て ス

クール ・サイ コロ ジス トと教 師 の分業 を進 め るに当た り,

両者 の対 等な同僚 としての関係 を促 進す る要 因 につい て

の研 究 が必 要で あ る。

(2)進 路相談

伝 統 的に,ア メ リカにお ける多 くの ス クール ・サ イ コ

ロ ジ ス トは小 学 校 の 児 童 を 対 象 と し て 働 い て お り

(Reynolds,et al.,1984),進 路 相談 へ の関心 はあ ま り高 くな

い ようであ る。 中学 校 や高校 の生徒 を対 象 とす るス クー

ル ・サ イ コロジス トに とって,職 業 カ ウ ンセ リング は大

切 な仕事 であ ったが,現 在 はその仕 事 は主 としてス クー

ル ・カウ ンセラー に よって行わ れて い る よ うで あ る(San-

doval,1993)。 障 害 を持 つ生徒 の職業 面 の アセ ス メ ン トは

今 で もス クール ・サ イ コ ロジス トの仕 事 で あ る(Anderson,

Hohenshil,Buckland-Heer,&Levinson,1990)。 ス クール ・カ

ウ ンセラーの役割 は,カ ウンセ リン グ,ガ イ ダ ンス,コ

ンサ ルテー シ ョン,コ オー デ ィネ ー シ ョンで あ り(中 野,

1991),ス クール ・サ イ コロジス トの役割 と重複 す る とこ

ろが大 きい。 しか し進路 指導 は主 として ス クー ル ・カ ウ

ンセ ラーの仕事 で あ り,LDな どの学 習 上 の 問題 や心 身

の障害 の評価 はス クール ・サ イ コロ ジス トの仕 事で あ る。

日本 のス クー ル ・サイ コロジ ス トのサ ー ビスにお け る,

進 路指 導や キャ リア ガイ ダンスの役 割 の位 置づ けにつ い

て検討 す る必要 が あ る。 スクール ・サイ コロジス トとス

ク ール ・カ ウンセ ラーの両方 の専 門家 を 日本 の学校教 育

が もつ ことは必 要 以上 の分業 の よ うに思 える。 学習,心

理 ・適 応,進 路 を含 む総合的 な面 で生 徒 を援助 で きる専

門家 として のス クー ル ・サ イ コロ ジス トの制度 が望 ま し

い ので はな いか。 これ は大野(1993)の 学校 教育 相談 の捉

え 方 と一致 して い る。 生徒 を総 合 的 に援 助 す るス クー

ル ・サ イコロジ ス トが特殊教 育 を含 む学校 教育 全体 で機

能 す るの はもち ろ んで ある。

(3)研 究成果 と学 校教 育 の橋 渡 し

これ には,3つ の意 味が あ る。 第1に,ス クー ル ・サ

イ コ ロジス トが研 究成 果 の利 用者 として,研 究成果 に基

つい て,ア セ スメ ン ト,カ ウ ンセ リン グ,コ ンサル テー

シ ョンな どのサ ー ビスを行 うこ とで あ る。例 えば,行 動

的 アプ ローチ につ いて の研究成 果 を も とに新 し く作 られ

た行動 観察 の チ ェ ック リス トを使 うので あ る。第2に,

コンサル テー シ ョンを行 う場 合,サ ー ビスの手続 や 方法

だ けで な く,学 習面 や 心理 ・適 応 面 で の新 しい知見 が必

要で あ る。例 え ばLDの 小 学生 の学 習 指導 を工夫 し よ う

と思 って い る教 師 の コ ンサルテ ー シ ョンで は,「LDの 認

知 的 な特 徴 の理 解 とそれ に基 づ く指 導方 法」につ い て の

新 しい研究 成果 に基 づ く知識 が役 に立 つ はず であ る。 こ

の点 で,ス クール ・サイ コ ロジス トは研 究成果 を伝 え る

役割 を もっ てい る。第3に,ス クー ル ・サ イ コロジ ス ト

は学校 教育 にお いて 「優 先的 に解 か れ るべ き問題(例:不

登校の小学生に対する担任教師の家庭訪問の効果に影響する要因は

何か)」 を特 定 しや す い。 スクー ル ・サ イ コロ ジス トが 発

達心 理学 や認 知心 理学 の研 究者 と共 同 で研究 す る こ とに

よ り実 り大 きい成 果 が期待 で きる。す なわ ち,ス クー ル ・

サ イ コロ ジス トは研究 の生産者 で もあ るのであ る。

ア メ リカ のス クー ル ・サ イコ ロジ ス トが所 属す る学 会

として はア メ リカ学校 心 理学会(National Association of

School Psychologists:NASP)と ア メ リカ心理 学会(American

Psychological Association:APA)の 学 校 心理学 部会 が あ る

が,双 方の学 会 と も研 究 成果 を学校 教 育 に結び つ ける努

力 をしてい る。NASPの 学術雑 誌,`School Psychology

Review"は ス クール ・サイ コロ ジス トが 日々 の活動 で 出

会 う困難 な問題 を解 くの を援助 す る こ とを 目的 として,

い ろい ろな特 集 を くん でい る(例:｢家 族システムのアセスメ

ントと援助的介入」｢LDの社会面の機能」)。同 じ くNASPの 出

版 した著 書,℃hildren,sNeeds:Psychological Perspec-

tives”(Thomas&Grimes,1987)は,子 ど もを取 りま く様 々

な問題(例:怒 り,自 殺,キ ャリア発達,親 の離婚)に 関す る理

解 と援助 的対 策 を提 供 してい る。 そ してAPA学 校 心理

学 部会 の雑誌,“Professional School Psychology"も 実践

的 傾 向 が 強 い。 ま たAPAは “Clinitian,s Research

Digest"と い う月刊 の ニ ュース レタ ー(6頁)を 刊行 して い

る。 これ は,学 校 心理 学 ・臨 床心 理 学 ・カ ウ ンセ リング

心理学 な どの分 野 にお けるい くつか の最 新 の研 究 の結果

をま とめた もので あ る。 日本 にお いて学 校心理 学 を進 め

る時,実 践 的 な知 見 を提供 す る雑 誌 か ニ ュー ス レター の

刊行 が望 まれ る。

5ス クール ・サ イ コ ロジス トの養成 と資格

アメ リカ にお け るス クール ・サ イ コロ ジス トの養 成 の

実状 とモデル に つい て紹介 す る。

(1)NASPとAPAの 見解

学 校心理 学 とス クール ・サ イ コロ ジス トを どう と らえ

るか で は,NASPとAPAで 意 見 が 分 か れ る。NASP
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は,学 校 心 理 学 を 「心 理 学 と学 校 教 育 の統 合 し た 独 自 の

体 系 」 と位 置 づ け,ス ク ー ル ・サ イ コ ロ ジ ス トを 「教 育

者 で あ りサ イ コ ロ ジ ス トで あ る 」と す る(National Associa-

tion of School Psychologists,1984a)。APAは,学 校 心 理 学

を 「応 用 心 理 学 の 一 つ の 専 門 分 野 で あ り,心 理 学 の知 識

や技 能 を教 育 場 面 に応 用 した もの 」(AmericanPsychologi-

calAssociation,1981)と し て い る 。 ア メ リカ に は学 校 心 理

学 と臨 床 心 理 学,カ ウ ン セ リ ン グ心 理 学,産 業 ・組 織 心

理 学(industrial/organizational psychology)の4つ の 分 野 が

職 業 的 心 理 学(professional psychology)と よ ば れ る。 これ

ら心 理 学 の 専 門 家 は す べ て 「サ イ コ ロ ジ ス ト」 で あ る。

した が っ て,NASP(National Association of School Psychol-

ogists,1984b)とAPA(American Psychological Association,

1979)は ス ク ー ル ・サ イ コ ロ ジ ス トの 養 成 に つ い て そ れ ぞ

れ の 方 針 を もっ て い る。 これ ら は共 通 点 が 多 い が,い く

つ か の 点 で 異 な る。

(2)ス クール ・サ イ コロジ ス トの養成 プ ログ ラム

ス クー ル ・サイ コロ ジス トは大学 院 の3つ の レベ ル(修

士,ス ペシャリスト,博士)のプ ロ グラムで 養成 され る。博士

号 に はDoctor of Philosophy (Ph.D)の 他 にDoctor of

Education(Ed.D)とDoctor of Psychology(Psy-D)が

あ る。 修 了 のた めに必要 な単 位 はプ ログ ラム に よって異

な るが,秋 と夏 の2学 期 制(セ メスター制)で 言 え ば,修 士

課程 で は30か ら60単 位,ス ペ シ ャ リス ト課 程 で60単 位 か

ら80単 位,博 士 課 程 で80か ら100単 位 で あ る(Brown,

1990)。例 え ば1科 目 は,週3時 間 の授業 が1学 期(約4カ

月)に15回 で3単 位 とな る。専 門家 として仕 事 がで きるた

め の最低 限 の訓練 の こ とをさす エ ン トリー レベ ル につ い

て は,APAは 博 士号 を もつ こ とを条 件 とす るがNASP

はスペ シ ャ リス ト以上 であ る こ とを条 件 とす る。 日本 に

お け るス クール ・サ イ コロジ ス トが,今 後 大学 院 レベ ル

で養 成 され る と期 待 され るが,エ ン トリー レベ ル につ い

て十 分 に検 討 され る必要 が あ る。

(3)ス クー ル ・サイ コロ ジス ト養 成 の基本 的 な考 え方

ス クール ・サ イ コロジス トの養成 プ ログ ラム のモ デル

として は,実 践家(applied professional psychologist)モ デ

ル と科学 者一 実践 家モ デル(scientist-practitioner)が あ る

(Brown,1990)。 教 育心理 学 や発達 心理 学 の中 に あ った初

期 の ス クー ル ・サ イ コロジス トの養 成 プロ グ ラム(主 とし

て博士課程)は 研究者 モ デル(scientist-researcher)を 採用 し

てい た。 これ は博 士課程 を修 了 した者 は研 究機 関 に勤 め

る こ とを前提 としたモデル で あ る。

科 学者 一 実践家 モ デル は,1949年,臨 床 心理 学,カ ウ

ンセ リング心理学,学 校 心理 学 の専 門家(サ イコロジスト)

の養成 に関 して開か れた コ ロラ ド州 の ボウル ダ ー の会 議

で提 唱 され た博 士課程 の養 成 モデ ルで,今 日 も引 き継 が

れ て い る(Lambert,1993)。 このモ デル は,「 サ イコ ロジス

トは科 学者 で ある と同 時 に実践家 であ る」 とし,ス クー

ル ・サ イ コ ロジス トが研 究成 果 の利 用者 や伝 達者 にな る

だけで な く,研 究 成 果 の生産 者 にな る こ とを強調 してい

る。

実践 家 モデル で は,ス クール ・サ イ コロジ ス トは研 究

成 果 と学校 教育 の橋 渡 し役 として,生 徒 の発 達 を援助 す

る こ とをめ ざす学 校 心理 学 の新 しい知見 を常 に学 習 し,

それ に基 づい てサ ー ビス を行 う。研 究成 果 の生産 も行 う

が,研 究成 果 の利 用 者 で あ るこ とに重点 が おか れ る。 ス

ペ シャ リス ト課程 の プ ログ ラム は このモ デル で作 られ て

い る。 実践 家 モデ ル,科 学 者一実践 家 モ デル,研 究者 モ

デル の連続 線 を考慮 に入 れ,日 本 の学校 教育 が必 要 とす

るス クー ル ・サ イ コ ロ ジス トと大 学院 の実状 か ら日本 の

ス クール ・サ イ コロ ジス トの養成 モ デル につ いて検討 す

る必 要が あ る。

(4)ス クール ・サ イ コ ロジス ト養成 プ ログ ラムの内容

ス クー ル ・サイ コ ロ ジス トの養成 プ ログ ラム は,コ ー

ス ワー ク(実 習を含む),イ ンター ン,そ して(プ ログラムに

よって)学位 論文 か らな る。 コース ワー クは,学 校 心理 学

の3つ の側 面,① 生 徒 の発 達や 問題 に関す る心 理学 的基

礎,② 生 徒,教 育 ス タ ッ フ,保 護者 に対 す る心理 教育 サー

ビス,③ 学校教 育,そ れ らに加 えて④ 統計 と研 究方法,

そ して⑤ 学校心 理学 の実践 家 として の課題(学 校心理学の

歴史,法 と倫理,実 践家 としての基準,ス クール ・サイコロジスト

の役割と機能)の5つ の側 面 か らな る。

コー ス ワー クに関 してNASPの 基準(National Associa-

tionof School Psychologists,1984b)は 援助 的 な実践 に関 す る

学 習 内容(ア セスメント,カ ウンセリング,コ ンサルテーション)

に つ い て明 確 に規 定 し て お り,APAの 基 準(American

Psychological Association,1979)は 生徒 の理解 に関す る心 理

学 的 基礎 に関 して 明確 に規 定 して いる。 スペ シ ャ リス ト

課 程 はNASPの 基 準 に合 わせ,博 士課 程 はNASPの 基

準 かAPAの 基準 に合 わせ てい る。どち らの基 準 も,プ ロ

グ ラム がス クール ・サ イ コロジス トとしての経 験 を もつ

教 官 を必 須条件 として い る。今 日,NASPとAPAの 基

準 を統 合 した1つ の 基 準 を作 ろ う とす る運 動 が あ る

(Brown&Minke,1986)。

学 校心 理学 の実 習 は,児 童相 談室 や心理 相談 室 な どの

大学 内 の機 関か,公 立,市 立 の学校 で行 わ れ る。イ ンター

ンは,NASPの 基 準 で は,ス ペ シ ャ リス ト課 程,博 士課

程 とも,学 校 か また は幼 児 か ら青年 まで を対 象 とす る関

連 の機 関で,1学 年(秋 と春の学期)行 われ,1200時 間(週

40時間として各学期15週,計30週)行 われ る。現 場 の スーパ ー

ヴ ァイ ザー とな るス ク ール ・サイ コロ ジス トは,1人 の

イ ンター ンに週2時 間以 上 スーパ ーヴ ィジ ョンを行 う。
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このス ーパー ヴ ァイザ ー は各年 度2人 以 上 のイ ンター ン

は とれ ない こ とにな ってい る。

(5)ス クール ・サ イ コロ ジス トの資 格

ス クール ・サ イ コ ロジス トの資格 には 「認定(certifica-

tion)」と 「免 許(License)」 が あ る。 ス クー ル ・サイ コロ

ジス トとして学校 で働 く認 定 は,各 州 の教 育庁 が 行 う。

全50州 が ス クー ル ・サ イ コロジス トの認定 を してい るが,

NASPの 基 準 の示 す よ うに,ス ペ シャ リス トを エ ン ト

リー レベル として い る州 が増 えて きて いる。現 在,修 士

レベ ルの教育 で ス クール ・サ イ コロ ジス トになれ るの は,

12州 だ けで あ る(Brown,1990)。 またNASPは,全 国 のス

クール ・サ イ コロ ジス トのサー ビスの レベ ル を統一 す る

た めに 「全 国学校 心 理学 認定 シス テ ム(NationalScho・1

Psychology Certification System.:NSPCS)」 を 始 め た

(Pryzwansky,1993)。 共 通試験 を うけて この認 定 を受 けた

ス クール ・サ イ コロ ジス トは1991年 末 で,16000人 と報 告

され てい る。

ス クール ・サ イ コロ ジス トと して個 人開業 す る免 許 は,

各 州 の心 理学委 員 会(state board of psychology)か ら与 え

られ るが,ほ とん どの州 で 「サ イ コロ ジス ト」 とい う一

般 的 な種類 の免 許 で あ り,学 校 心 理学 とか臨 床 心理 学 と

い う種類 はな い。

おわ りに

ア メ リカの学 校心 理学 は発達 して きた と言 う よ り,蓄

積 され て きた といわれ てい る(Bardon,1983)。 ス クール ・

サ イ コロジス トが誕 生 して そのサ ー ビスの範 囲 を アセ ス

メ ン トか らカ ウ ンセ リング そ して コンサル テー シ ョンへ

と拡 大す る と ともに,学 校 心理 学 は心理教 育 サ ー ビス の

体 系 として,そ して それ を支 え る学 問体 系 として成長 し

て きたので あ る。

一人 ひ とりの生徒 の発達 を促 進 し問題解 決 の援 助 をす

る専 門家(一 次的ヘルパー)が 日本 の学校 教育 で求 め られて

い る と思わ れ る。 それで は 日本 は どこか らス クール ・サ

イ コロ ジス トと学 校心 理学 の歴史 を始 めるの か。 ス クー

ル ・サイ コロ ジス トとい う 「制度 」 は今検 討 が始 まった

とこ ろで あるが,学 校 心理 学的 サー ビスや学校 心 理学 に

関連 す る研 究 はす で に存 在 す る と思 われ る。教 育 セ ン

ター(研 究所)や 学 校 な どで実践 され てい る学 校 教育 相 談

(障害児の相談と教育 を含む)は 学校 心 理学 の実践 と して と

らえる ことが で きる。 上野 ・牟 田(1992)に よ るLDの ア

セス メ ン トと教 育 に関 す る研 究 や,山 本(1986)の コ ンサ

ルテー シ ョンの研 究 な どは,ま さ し く学校心 理 学 的サ ー

ビス に関 す る研 究 と言 え る。 また学 習 ス タ イ ル の研 究

(例:辰 野,1989)や 学 習指 導 の研 究(例:北 尾,1991),そ し

て教 授 にお ける適性 処遇 理論 の研 究(並 木,1990)な どは,

学 習面 での コ ンサ ル テー シ ョンへ 知見 を提供 す る研 究 で

あ る。 言 い換 えれ ば,日 本 の学校教 育 にお いて学校 心理

学 の実 践 と研 究 は実質 的 にす で に始 まって い る。た だ「学

校 心理 学」 という学 校教 育 の新 しい と らえ方が存在 しな

か っ たの であ る。

今 す べ きことは,な ぜ 日本 でス クー ル ・サイ コ ロジス

トの 「制 度 」の整備 が遅 れて い るのか,な ぜ 学校 心理学

とい う実践 的な学 問が十 分 に育 ってい ないか を検討 す る

と同時 に,今 まで の 日本 にお け る学校 心理 学 の蓄積 を検

討 し出発 点 を確 認 す る こ とで あ る。 日本 に お けるス クー

ル ・サ イ コロ ジス トの歴 史 の新 た な る出発 として,次 の

4つ の点 を提 案 したい。

① 学 校心 理学 的サ ー ビス(心 理教育アセスメン ト,カウンセリ

ング,コ ンサルテーションな ど)の ニー ズ を全 国 の 生徒,教

師,保 護 者 を対 象 に調査 す る。 そ して,そ のニー ズ に学

校 教 育 の専門家(例:教 師,教 育センターの相談員)が どう応

えてい るか につい て調 査 す る。

② ス クール ・サイ コ ロジ ス トとい う とらえ方 と 「相談 教

諭 」 の 考 え 方(原 野,1990),学 校 教 育 相 談 活 動(大 野,

1993),養 護教諭 の活 動,そ して 「臨 床心 理 士」の制度 との

関係 に ついて検 討す る。

③ 学校 心理 学 を構 成 す る領 域 お よび近接 の領域(例:教 育

心理学,発 達心理学,カ ウンセリング心理学,臨 床心理学,障 害児

教育,学 校教育制度)に お け る日本 での研究 を学校 心理学 の

枠 組 みで とらえ直 し,新 しい知見 を得 る とと もに新 しい

研 究課 題 を発見 す る。

④ 学校 心理 学 にお ける先進 諸 国(例:ア メリカ合衆国)の ス

クー ル ・サイ コロ ジス トの制 度 をその 国の教 育文 化的 背

景 か ら研 究 し,日 本 の 教育 文化 的 背 景 の 中 で の ス クー

ル ・サイ コ ロジス トの制度 につ いて検討 す る。
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